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鹿児島県における伝統的漁法－１

サワラ突漁

川村軍蔵・高橋琴一・柿本 亮

TraditionalFishingTechniqueinKagoshimaPrefbcture-I

SpearingSpanishMackerel

GunzoKAwAMuRA*,KotoichiTAKAHAsHI*＊andMakotoKAKIMoTo＊

AbStract

Spearingspanishmackere1,oneofthetraditionalfishingtechniqueinJapan,isveryinter‐

estingfi･omtheviewpointoffishingtechnologybecauseofitsprimitivebuthighlydeveloped

luringfishtechnique・Inspearingspanishmackerel,relativelylargelureandluringmodelfish

withsamesizeasthespanishmackerelaｒｅｕｓｅｄｔｏａｔｔｒａｃｔｆｉｓｈｕｐｔｏｓｅａｓｕｒｆlceatthespearing

position・Spanishmackerelisattractedbytheseluringgears，anditsbehaviourtowardthem

variesdependingonthesize,movementandmovingspeedoftheluringgear・Thoughspanish

mackerelattractedactiveｌｙｔｒｉｅｓｔｏｆｂｅｄｏｎａｌｕｒｅ，ｉｔｃｏｍｅｓｎｅａｒｔｈｅｌｕｒｉｎｇｍｏｄｅｌｆｉｓｈｗｈｉｃｈ

ｍａｄｅｏｆｗｏｏｄｏｒｃｌｏｔｈａｎｄｓｔａｙｓａrounditrecognizingthemodelfishasaschoolingcompanion．

漁具の起源は新石器時代に遡ることができ，その頃から非常に多様性に富む漁具が用いら

れてきた')．そしてこれまで多くの漁具・漁法が変化し，また淘汰されてきたが，どの時代

でもどこで，いつ魚が漁具にひきつけられるかを知らないかぎりその漁具は役立たなかった

はずである．そして原始的な漁具を用いた伝統的漁法は昔の人々が魚の行動をいかに理解し

ていたかを我々に物語ってくれる．現在の進歩した漁具とは無縁な各地の漁業社会における

伝統的漁法はこれまで地理学的視点から研究対象となっているが2)3)，水産学的視点からの

研究は見られないようである．漁法研究は漁獲対象動物の行動に関する知見がその根底とな

るが，既に消滅しあるいは消滅しつつある伝統的漁法の高度に発達した“おびき寄せ,，の技

術を漁法学的視点から研究対象とすることは意義深いものと考える．

本論文ではサワラ突漁について報告する．サワラ突漁は南日本で広く行なわれていたが現

在では高知，宮崎，鹿児島，沖縄各県の一部にのみ残る漁法である．これは海面や海中を木

製あるいは布製の餌木（エギ）や魚体模型を曳廻すことにより海面にサワラをおびき寄せ，

譜や銘で突いて獲るもので，そのおびき寄せの方法に特徴をもつ漁法である．
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調査方法

一リーワラ突漁の洲企は現在でもこの漁法が行なわれる鹿ﾘ凸島県の佐多町と十島村'１之島およ

び宮崎県のｌｌＩｌ冊llifにおいて雌取りを行ない，さらに実際の漁具を用いた模擬操業により海中

における漁具の性状を観察した．

結果および考察

漁具突呉は他の突漁で川いられるものとＭ様である．おびき寄せ具は餌木およびサワラ

と|略実物大の魚体模」卿の２純である．それらの形状と材質は地方により典なるが餌木２例を

Fig.１ａ９ｂに，魚体模型２例をFig.１ｃ９ｄに示した．餌木には砥い栓や楠が好んで用い

られるが，水に濡れた時にIﾘ]脈に現われる木、模様が魚を誘引するとされており，この条件

を満たすものであれば他の木も用いられる．そしてこれらに付属肢を,i¥けるが，ａにはさら

に典般の光反射板を着けてある．餌木には彩色しない．

胃

Fig.１．Lul･inggears・ａａｌｌｄｂ，woodenlLlrcs，lighLreHectillgplatesaI･ｅａＬｔａｃｈｅｄｏｎｂｏＬｈｓｉｄｃｏｆ

ｔｈｃａ－ｌｕ１°Ｃ；ｃａｎｄｄ，ｌｕｒｉｎｇｍｏｄｅｌＨｓｈ，ｃｌｓｍａｄｅｏｌ､ｃｌｏｔｈｂａｇａｎｄｄｉｓｗｏｏｄｅｎ．

ｃは口部および尾部の１部が州IＩした袋状になっている布製の魚体模型であり，ｄは木製

の魚体模型である．これらには前者は水１１で，後粁は水1ｍで水平になるよう浮子と沈子を模

咽内部に埋込み浮力調整してある．布製のものは水中で曳廻した時に|｜部から袋内に水が流

入し袋が脹らみ魚体形状を呈する．いずれの魚’体模型もサヮラに似せて彩色してあるが，曾

ては上側を黒，下側を白と簡単な彩色を施していたという，また古くは餌木を用いて狸った

サヮラを岡として用いていたが，このサヮラの四が魚体模型にとって換られたものである．

漁法および漁具に対する魚の行動おびき寄せ具に誘引され漁狸されるのは胃iﾐとしてサワ
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ラとウシサワラであり，ここで述べる魚の行動はサワラとウシサワラのものである．餌木は

竹竿の先端から垂れた糸の先に装清し，これを水中あるいは水而を曳廻す．この時竹竿で水

而を強打しながら曳廻すこともある．魚はこれを捕食しようとこれに種々の方向から突進し’

時には餌木を唖えたまま窄中に飛鮒することもある．魚が非常に活動的な場合には餌水の操

作により魚の動きを突き易い状態になるよう制御する．

魚体模型は木製のものは水而を，布製のものは水面から数十ｃｍの海中を８の字や|ｌｊを拙

くように曳廻すのであるが曳廻し速度は餌木の場合よりかなり遅い．魚が現われると布製の

魚体模型は曳廻し速度を速めることにより水liIiに浮上させ魚を水而へ誘導する．魚体模型に

誘引された魚の行動は餌木に対するものと異なり，これを捕食しようとせず，接近後は魚体

模型の周囲に滞泳する．１度に誘リ|される個体数は１～数尼である．突具を打込まれた魚は

深く淋ろうとする．この時残った他の魚は魚体模埋から容易に離れようとしないことが多い

という，１人で操業する場合にはFig.２に示すように竹竿を航に固定し，川.と'11時に魚体

模型を動かす．この時の曳廻し速度はさらに遅く，魚は常に魚体模型の後方から接近し，そ

の後はこれと等間隔を保ちながら後方から追従遊泳する．稀に大JlF1のカジキが魚体模咽を州

食しようとこれを襲い漁推されることがある．

Ｆｉｇ．２．ＳｈｏｗｉｎｇＬｈｅａＵ１･ａｃｌｉｎｇ５ｓｈｂｙａｗｏｏｄｃｎｌｕ]･ｉｎｇｍｏｄｅｌｆｓｈｆｌｏａｔｉｎｇｉｎｌｉ･ｏｎｌｏｆａｂｏａｔ・and

lhesLatcjusLbclbrethcspcaring5panishmackel･elattracted．

操業は海liIiが隠やかな日の11川から'-1没までのIﾘlるい時Ⅲ帯に限られ，常に太陽を１１ｆにし

て行う．操業中は|ﾉq方の海而と海中を常に兄張り，魚の出現をできるだけ』1Lく知ることが肝

典となる．この見張り作業の軽減のため，曾ては，釣糸に薪けて泳がせた活イカを用い，そ

の体色の変化と遊泳行動から，魚の出Ｊ１!‘のみならずその方向と即離をも知ったという．

餌木と魚体模型の操作方法は似ているが，魚は餌木に対してはこれを捕食しようとして接

近し，魚体模型には明らかにSchoolingcompanionを求めて接近する．Ｍじ様に海面に浮

く物体であってもその大きさや連動のし方によって魚は全く異なる反応行動を示すことは興

味深い．餌木の連動は複雑でその魚に対する誘引要因を推測することは困難であるが，魚体

模型の上側を白，下側を黒と彩色した場合には決して魚は誘引されないという漁業者の経験
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から，魚体模型の持つ誘引要因は視覚的な要因が重要と考えられる．しかし魚の追従行動に

対する魚体模型の発する音（FarfieldeffectおよびNearfieldeffect）の効果の可能性を否

定できないであろう．これらの漁具の誘引要因を明らかにすることは容易ではないと考える

が，昔の人々はサワラの行動を良く理解し，それを漁業技術に巧みに利用していたことは驚

嘆すべきことである．

終りに調査に御協力載いた宮田直助氏，日高幸之助氏，木戸明氏，高知県水産試験場の

森田正一氏に深謝の誠を捧ずる．
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